
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ環境面 

・施設のスペースが広いと思う。 

・子どもに目が届く職員の人数で対応できてい

る。 

・教室内を見学する機会が少なく、わからないと

いう意見があった。 

Ｂ児童への支援内容 

・毎日異なる内容のプログラムで飽きずに過ごせ

ている。 

・支援内容も工夫をしており、子どもが楽しみな

がら取り組める課題にしている。 

・障害のない子どもとの交流の機会がわからない

という意見があった。 

Ｃ事業所からの情報発信 

・その日の些細なことも気に留めて報告し、タイ

ムリーな情報共有ができている。 

・毎日写真付きでラインで様子を知らせてくれて

いる。 

・保護者会の開催については「どちらともいえな

い」「必要性を感じていない」の意見が多かったが、

交流を希望している意見もあった。 

Ｄ非常対応 

・緊急時のマニュアルなどの周知、説明に把握で

きているとの意見が多かった。 

 

Ａ環境面 

・職員配置は基準を満たしている。 

・職員の欠勤が出た際は、パートで対応を行っ

ている。 

・教室内の段差箇所は少なく、利用児童が安全

に過ごせるよう工夫をしている。 

Ｂ児童への支援内容 

・活動プログラムに偏りが出ないよう、職員間

で会議を重ねて支援お行っている。 

・利用児童に合わせて教室の使い分けを行っ

ている。 

・個別支援計画をもとに活動内容を検討、設定

し、細かな点も話し合いを重ねて支援を行って

いる。 

Ｃ関係機関との連携 

・保護者からの要望が合った際は、学校訪問を

行い連携に努めている。 

・自立支援協議会や地域の放デイ会に定期的

に参加し、情報共有を行っている。 

Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 

・支援内容や運営規定について、契約時や面談

時に詳しく説明をしている。 

・連絡ツールを活用し、保護者様への毎日の活

動の様子を文書と写真で報告している。 

Ｅ非常対応 

・定期的に避難訓練を実施し、避難場所や経路

の確認、把握をしている。 

・送迎車に車内置き去り防止装置の設置を行

い、置き去り防止訓練の実施も行っている。 

【共通点】 

・連絡ツールを活用し、児童の活動の様子について毎日共有することができている。 

・様々な活動プログラムが組まれているため、児童が飽きることなく楽しく通えている。 

・児童それぞれに合わせた個別支援計画の作成が行われている。 

 

【相違点】 

・連絡ツールにて各児童の活動の様子を写真と文書で共有しているが、教室の環境や構成、利用時の教室

の雰囲気までは伝えられていない。 

 

 

 

職員による自己評価 保護者による評価 

事業所内での分析 

事業所自己評価シート         令和 ５年度         



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

事業所名 Peek A Boo樽町教室        

担当者 管理者 高橋優            

 

 

 

 

・現在は特にご希望はありませんが、今後保護者から、お子様の活動の様子を見たいというご依頼が

あった場合には、夏休みのイベントや工作展示会などを実施して教室にご見学にきていただけるよ

う、前向きに検討をさせていただきます。 

 

 

・連絡ツールを使用し、毎日の児童の活動の

様子を保護者に細かく報告することで、適宣

保護者との情報共有を行うことができてい

る。 

 

・様々な活動プログラムを組んでいるため、

児童が楽しく通うことができており、満足度

が高い。 

 

 

・保護者の方に教室の雰囲気や活動の様子を

より知っていただけるようにする。 

分析・検討してみて… 

事業所の強み 事業所の改善点 

事業所の改善への取り組み 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 

 

この度、アンケートにご協力いただきありがとうございました。Peek A Boo樽町教室は 3年目となり、学年

差が発生し、子ども同士お互いに助け合いながら過ごすことができました。たくさんの子どもたちが楽しく

教室に通ってくださっていることがわかり、大変嬉しく思っております。今回いただいたアンケート結果を

真摯に受け止め、お子様や保護者様が今後も安心して通うことができる教室運営を心掛けてまいりたいと思

います。 



公表：令和６年３月２５日

事業所名　　放課後等デイサービスPeekABoo　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者等数（児童数）　30　　　　回収数 30　　　　　割合　　　　100％

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見

ご意見を踏まえた
対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

28 2 0 0
・施設のスペースが広い
・外出活動が多い

最低限の活動ができるス
ペースは確保をし、活動
やお子様に合わせて部
屋を分けて活動を行って
います。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 27 3 0 0
・子ども全員に目が届く職員の人数
で、しっかりと対応してもらっている

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設
置などバリアフリー化の配慮が適切になさ
れているか

18 10 0 2
・気にしていない
・覚えていない

4
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計
画※ⅰが作成されているか

30 0 0 0

・色々と工夫をして、子どもが楽し
みながら課題に取り組めるようにし
ている
・面談や困りごとに対しても適切に
相談に乗っていただくなど、きめ細
やかな対応である

5
活動プログラム※ⅱが固定化しないよう工
夫されているか

30 0 0 0
・毎日異なる内容で飽きずに楽しく
過ごしている
・療育的な内容も含まれている

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
がいのない子どもと活動する機会があるか

7 13 8 2
・どのように交流しているのか、い
つ交流しているのかわからない

交流の機会につきまして
は、外出活動を通して保
護者様、お子様のご意見
を十分に考慮した上で
行っています。
交流を行った際は記録を
通して保護者様にも共有
を行っていきます。

7
支援の内容、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

30 0 0 0

8
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解ができているか

30 0 0 0

・学校や家庭での苦手な部分も相
談でき、支援に組み込んでいる
・その日のささいな事も気に留めて
報告してくれている
・タイムリーな情報共有がしっかりと
できている
・毎日写真付きのラインで様子を知
らせてくれている
・状態、感情、様子を親身に見てお
り、同じプログラムでも個別に対応
してくれている
・学校での心配ごとなども親身に話
を聞いてもらえて助言をいただいて
いる

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言
等の支援が行われているか

30 0 0 0
・兄妹の様子も含めて相談ができる
・親とは違う目線でアドバイスをくれ
る

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか

5 11 14 0

・学校もそれぞれで先生方のフォ
ローもとても丁寧であるため、保護
者同士の連携は必要と感じていな
い
・他のお友達の親御さんたちと交流
できたらうれしい

保護者様のご意見をもと
に検討してまいります。

11

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知・説明し、苦情があった場合に迅速
かつ適切に対応しているか

25 4 0 1
・苦情を伝える必要性を感じたこと
が無い
・経験がない

お子様、保護者様から苦
情があった際は、真摯か
つ迅速に対応していきま
す。

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされているか

30 0 0 0 ・ラインがとても便利でありがたい

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信しているか

28 2 0 0
・毎日写真付きで細かくその日の活
動や子どもの様子を連携している
ため理解ができる

アンケート期間：令和5年12月4日～令和6年1月12日

環
境
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供
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等

保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表）



14 個人情報に十分注意しているか 27 3 0 0

15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか

27 2 1 0

車内置き去り防止訓練の
実施を行いました。今後
も定期的に実施を行って
いき、すべての利用児童
が訓練に参加できるよう
に日程を調整してまいり
ます。

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

30 0 0 0

年に２回の避難訓練習慣
を設けています。引き続
き、すべての利用児童が
避難訓練に参加できるよ
うに日程を調整してまいり
ます。

17 子どもは通所を楽しみにしているか 29 1 0 0

・毎日楽しみにしており、一つの居
場所として安心して過ごしている
・ピーカーブーに通い始めてから今
まで一度も行きたくないなどのネガ
ティブな発言がなく楽しみにしてい
る
・どんなプログラムがあるのか楽し
みに手紙を見ている
・どんな活動をしたのか、いつもたく
さん教えてくれるので楽しい様子が
伝わってくる

18 事業所の支援に満足しているか 30 0 0 0

・課題に対する支援を一緒に考
えて頂きとても成長を感じる
・いろんな人につい進めたくなる
場所である
・個々でしっかり見てもらい苦手
な部分も含めサポートしてもらえ
ており、成長も見られているので
とても助かっており満足している
・車内のDVDの視聴が暗い中で
観ているため視力に影響しない
か懸念している

車内のDVD視聴につきま
しては、車内での過ごし
方の見直しを行っていき
ます。頂いたご意見をもと
に職員間で共有させてい
ただき、改善してまいりま
す。

※ⅰ 放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関するアセスメントを通じ
て、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計
画のこと。放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責任者が作成する。

※ⅱ 事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障がい特性や課題、平日／休日／長期休暇の別等に応じ
て柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。

非
常
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等
の
対
応
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